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Ⅰ 調査概要 

 

 

Ⅰ 調査概要 

 

1．調査目的 

次期総合計画の策定にあたって、市内で活動する団体の現状や課題等を把握すると

ともに、次期計画策定の基礎資料とするため、市民活動団体を対象にアンケートを実

施する。 

 

2．調査内容 

（1）調査対象 

・市民活動情報サイトきっぴ～ねっと登録団体 470団体 

（2）調査方法 

・郵送による配布・回収 

（3）調査期間 

・令和 2年 9月 18日～10月 12日 

（4）調査項目 

・団体概要（団体名、活動分野・テーマ等、活動年数、会員数、事業予算等、会費

の有無及び内訳、主な会員の年代） 

・活動内容（設立・活動目的、活動状況） 

・活動にあたっての課題、困りごと 

・活動を通しての三田市のまちづくりへの関与 

（5）回収結果 

・301団体（回収率 64.0％） 
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Ⅱ 調査結果 

 

Ⅱ 調査結果 

 

1 団体概要 

 

● 活動分野・テーマ等（○は１つ） 

 
※「その他」の内容：音楽、カラオケ、語学学習、子育て支援、遺族支援、地域コミュニティ 等 

※設問では、「○は１つ」となっていますが、複数回答があったため、回答総数とｎ（該当者数）の数値が

一致しません。 

 

団体の主な活動分野・テーマは、「文化スポーツ」が 59.1％と最も多くなっています。次いで、

「保健・医療・福祉」（13.6％）、「まちづくり」（9.6％）の順となっています。 

   

回答数

保健・医療・福祉 41

社会教育 24

まちづくり 29

文化スポーツ 178

環境 14

災害・防災 3

地域安全 4

人権・平和 5

国際協力 10

男女共同参画 6

子ども健全育成 25

情報化社会 3

科学技術 1

経済 3

職業・雇用 2

消費者保護 1

活動支援 11

その他 16

　　回答総数 376

13.6%
8.0%
9.6%

59.1%
4.7%

1.0%
1.3%
1.7%
3.3%
2.0%

8.3%
1.0%
0.3%
1.0%
0.7%
0.3%
3.7%
5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n (該当者) =301
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Ⅱ 調査結果 

 

 

 

● 活動年数（○は１つ） 

 
団体の活動年数は、「21年以上」が 37.9％と最も多くなっています。次いで、「11~20年」（35.9％）、

「6~10年」（16.9％）の順となっています。 

 

● 会員数（正会員のみ）（○は１つ） 

 

団体の会員数は、「20人未満」が 67.4％と最も多くなっています。次いで、「20~50人」（20.9％）、

「101~500人」（5.3％）の順となっています。 

 

● 事業予算等（○は１つ） 

 

団体の事業予算等は、「100万円未満」が 76.7％と最も多くなっています。次いで、「100~500

万円」（6.3％）となっています。  

回答数

1. 1～3年 12

2. 4～5年 13

3. 6～10年 51

4. 11～20年 108

5. 21年以上 114

6. 無回答 3

　全　体 301

4.0%
4.3%

16.9%
35.9%
37.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=301

回答数

1. 20人未満 203

2. 20～50人 63

3. 51～100人 14

4. 101～500人 16

5. 501人以上 4

6. 無回答 1

　全　体 301

67.4%
20.9%

4.7%
5.3%

1.3%
0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=301

回答数

1. 100万円未満 231

2. 100～500万円 19

3. 501～1,000万円 6

4. 1,001万円以上 7

5. 無回答 38

　 　全　体 301

76.7%
6.3%

2.0%
2.3%

12.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=301

123



Ⅱ 調査結果 

 

 

● 会費の有無（○は１つ） 

 

団体の会費は、「有」が 83.7％となっています。 

 

● 会費有の内訳（年間）（○は１つ） 

 

※「その他」の内容：参加費のみのため、参加した回数によって変動 等 

 

会費が「有」と回答した団体の年会費は、「1,000～5,000円」が 40.5％と最も多くなっていま

す。次いで、「10,001円以上」（34.5％）、「5,001～10,000円」（14.3％）の順となっています。 

 

● 主な会員の年代（○は１つ） 

 

※設問では、「○は１つ」となっていますが、複数回答があったため、回答総数とｎ（該当者数）の数値が

一致しません。 

 

団体の主な会員の年代は、「70代以上」が 46.5％と最も多くなっています。次いで、「60代」

（46.2％）、「50代」（15.0％）の順となっています。 

  

回答数

1. 有 252

2. 無 46

3. 無回答 3

　全　体 301

83.7%
15.3%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=301

回答数

1. 1,000円未満 20

2. 1,000～5,000円 102

3. 5,001～10,000円 36

4. 10,001円以上 87

5. その他 4

6. 無回答 3

　全　体 252

0.6%
40.5%

14.3%
34.5%

1.6%
1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=252

回答数

1. 20代以下 16

2. 30代 16

3. 40代 22

4. 50代 45

5. 60代 139

6. 70代以上 140

7. 無回答 6

回答総数 384

5.3%
5.3%
7.3%

15.0%
46.2%
46.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n (該当者) =301
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Ⅱ 調査結果 

 

 

 

2 活動内容等  

 

● 活動状況（○は１つ） 

 

団体の活動状況は、「おおむね順調である」が 49.8％と最も多くなっています。次いで、「順調

である」（31.6％）、「あまり順調でない」（11.6％）の順となっています。 

 

● 活動の課題（当てはまるもの全てに○） 

 

※「その他」の内容：日程調整、今後の活動の見通し、活動の継続、組織マネジメント 等 

 

団体が活動するうえでの課題は、「会員数に関すること」が 47.5％と最も多くなっています。

次いで、「役員の担い手に関すること」（24.3％）、「活動の広報・PRに関すること」（22.3％）の

順となっています。 

   

回答数

1. 順調である 95

2. おおむね順調である 150

3. あまり順調でない 35

4. 順調でない 9

5. 無回答 12

　全　体 301

31.6%
49.8%

11.6%
3.0%
4.0%

0% 20% 40% 60%

n=301

回答数

1. 活動拠点に関すること 53

2. 運営費・活動資金に関すること 50

3. 会員数に関すること 143

4. 役員の担い手に関すること 73

5. 活動の広報・PRに関すること 67

6. その他 31

回答総数 417

17.6%
16.6%

47.5%
24.3%

22.3%
10.3%

0% 20% 40% 60%

n(該当者）=301
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Ⅱ 調査結果 

 

 

● 課題の具体的な内容や困りごと（記述回答） 

各課題の具体的な内容のうち、記述があったもののみキーワードをもとに分類すると、主な内

容は下記の通りとなっています。 

 

・「活動拠点」に関する具体的な内容や困りごと（記述回答） 

 

「活動拠点」に関する具体的な内容や困りごとは、「会場予約・活動場所の確保」が 35.4％と最

も多くなっています。次いで、「設備」（16.7％）、「交通手段」（14.6％）の順となっています。 

 

・「運営費・活動資金」に関する具体的な内容や困りごと（記述回答） 

 

「運営費・活動資金」に関する具体的な内容や困りごとは、「補助金・寄附金の利用」が 30.4％

と最も多くなっています。次いで、「高齢化・会員減による影響」（19.6％）、「会費収入」（17.4％）

となっています。 

   

回答数

会場予約・活動場所の確保 17

設備 8

交通手段 7

コロナ禍 6

広さ 5

老朽化 2

立地 2

その他 1

　全　体 48

35.4%
16.7%

14.6%
12.5%

10.4%
4.2%
4.2%

2.1%

0% 20% 40% 60%

n=48

回答数

補助金・寄附金の利用 14

高齢化・会員減による影響 9

会費収入 8

講師料・人件費の負担 4

用具・設備費の負担 3

会場費の負担 3

コロナ禍 2

その他 3

　全　体 46

30.4%
19.6%

17.4%
8.7%

6.5%
6.5%

4.3%
6.5%

0% 20% 40% 60%

n=46
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Ⅱ 調査結果 

 

 

 

・「会員数」に関する具体的な内容や困りごと（記述回答） 

 

「会員数」に関する具体的な内容や困りごとは、「高齢化による影響」が 38.4％と最も多くな

っています。次いで、「若手・新規会員数」（36.2％）、「会員脱退・減少」（16.9％）となっていま

す。 

 

・「役員の担い手」に関する具体的な内容や困りごと（記述回答） 

 
「役員の担い手」に関する具体的な内容や困りごとは、「高齢化」が 44.6％と最も多くなって

います。次いで、「固定化・候補者不足」（30.8％）、「負担の大きさ」（13.8%）となっています。 

 

・「活動の広報・PR」に関する具体的な内容や困りごと（記述回答） 

 
「活動の広報・PR」に関する具体的な内容や困りごとは、「リソース（ヒト・モノ・お金等）不

足」が 35.6％と最も多くなっています。次いで、「効果がない・薄い」（22.2％）、「行政の協力希

望」(15.6%)となっています。 

 

   

回答数

高齢化による影響 68

若手・新規会員数 64

会員脱退・減少 30

コロナ禍 7

その他 8

　全　体 177

38.4%
36.2%

16.9%
4.0%
4.5%

0% 20% 40% 60%

n=177

回答数

高齢化 29

固定化・候補者不足 20

負担の大きさ 9

会員の脱退・減少による影響 2

仕事との両立 1

その他 4

　全　体 65

44.6%
30.8%

13.8%
3.1%

1.5%
6.2%

0% 20% 40% 60%

n=65

回答数

リソース（ヒト・モノ・お金等）不足 16

効果がない・薄い 10

行政の協力希望 7

コロナ禍 6

高齢化による影響 1

その他 5

　全　体 45

35.6%
22.2%

15.6%
13.3%

2.2%
11.1%

0% 20% 40% 60%

n=45
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Ⅱ 調査結果 

 

 

・「その他」に関する具体的な内容や困りごと（記述回答） 

 

「その他」に関する具体的な内容や困りごとは、「高齢化・会員不足」が 48.3％と最も多くなっ

ています。 

 

● 活動を通しての三田市のまちづくりへの関与（記述回答） 

 対象団体は、いずれも自主的に活動している団体であり、まちづくりに関わることが義務付け

られているものではなく、無回答（55団体）やまちづくりへの関与意向がない団体（4団体）も

ありました。 

回答については、次のカテゴリー（下記①～⑥）に分類しました。 

なお、１回答につき１カテゴリーとしたため、回答に複数のカテゴリーが含まれている場合は、

主たるカテゴリーに計上することとしています（⑥を除く。）。 

【①会員が生きがいを持つこと】 （34 団体）   会員が生きがいを持つこと等でまちづくりに関わっているとの回答が 34団体ありました。 

 多くの団体の活動が、会員自身が楽しむことを通じて生きがい等につながっていることが、伺

えます。 

【②発表・ＰＲを行うこと】 （46 団体） 

 活動内容の発表やＰＲを行うことでまちづくりに関わっているとの回答が 46団体ありました。 

 

【③仲間づくりをすること】 （28 団体） 

仲間づくりをすることでまちづくりに関わっているとの回答が 28団体ありました。 

 上記②③は、明確には区分できないこともありますが、この 2つのカテゴリーに分類される回

答については、共通して、活動への関心を集めたい意向が伺えます。 

その内容について、意向の方向性を大別すると、次に分類できます。 

 ア．文化系などの団体で、練習の成果等を発表する機会を持つことなどで、会員の活動の動機

づけとする（68団体）。 

 イ．団体の取り組み内容への市民の関心を高めることで、意識の啓発を行う（6件）。 

【④地域等に働きかけること】 （127 団体）   団体の活動を通じて地域や社会に働きかけをすることで、まちづくりに関わっているとの回答

が 127団体ありました。 

 それぞれの活動が、まちづくりに結び付いていることを意識して活動されていることが伺えま

す。中には、さらに積極的にまちづくりに取り組む意欲の高い団体もありました。 

 

回答数

高齢化・会員不足 14

市民センターまつり 3

コロナ禍 3

交通手段 2

その他 7

　全　体 29

48.3%
10.3%
10.3%

6.9%
24.1%

0% 20% 40% 60%

n=29
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Ⅱ 調査結果 

 

 

 上記のほか、この設問に対して、以下の回答がありました。 

【⑤支援等に関すること】 （7 団体）  市などからの支援等を求める回答が７団体ありました。会員の高齢化等により従来の活動が困
難となり、支援等を必要としている団体があることが伺えます。 

【⑥新型コロナウイルス感染症の影響に関すること】 （10 団体） 

 この設問に対して、新型コロナウイルス感染症（以下「コロナ」）による影響等について回答し

ている団体が 10団体ありました（上記①～⑤の分類と重複しています）。 

 コロナが団体の活動に与えた影響の大きさが伺えます。コロナが収束しなければまちづくりに

関わることができない、と回答した団体がある一方で、コロナによる影響にも対応できる取り組

みを行う意向の団体もありました。 
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Ⅱ 調査結果 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

調 査 票 
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Ⅲ 参考資料 

 

 

第５次三田市総合計画策定に向けての団体アンケート調査票 

団体名  

●貴団体の基本的な内容について   ※当てはまるものを〇で囲んでください。(いずれも 1つ) 

活動分野・テーマ等 

 

（最も該当する項目を

○で囲んでください） 

・保健・医療・福祉  ・社会教育 ・まちづくり  

・文化スポーツ    ・環境     ・災害・防災    

・地域安全    ・人権・平和 ・国際協力  

・男女共同参画    ・子ども健全育成 ・情報化社会  

・科学技術      ・経済      ・職業・雇用  

・消費者保護     ・活動支援    ・その他(        ) 

活動年数 １．1～3年 ２．4～5年 ３．6～10年 ４．11～20年 ５．21年以上 

会員数 

(正会員のみ) 

１．20人未満         ２． 20～50人 

３．51人～100人       ４．101～500人   ５．501人以上 

事業予算等 
１．100万円未満     ２．100～500万円 

３．501～1,000万円   ４．1,001万円以上 

会費の有無 １．有      ２．無 

有の場合(年間) 
１．1,000円未満     ２．1,000～5,000円  

３．5,001～10,000円  ４．10,001円以上 

主な会員の年代 
１．20代以下 ２．30代 ３．40代 ４．50代 ５．60代 ６．70代

以上 

● 貴団体の設立・活動目的について教えてください。 

● 貴団体は、目的に沿って順調に活動できていますか。 

１．順調である ２．おおむね順調である ３．あまり順調でない ４．順調でない   
  （裏面もご覧ください） 
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Ⅲ 参考資料 

 

  
● 貴団体が、活動されるにあたっての課題について、当てはまるもの全てに〇をつけてください。 

１．活動拠点に関すること      ２．運営費・活動資金に関すること  ３．会員数に関すること 

４．役員の担い手に関すること  ５．活動の広報・ＰＲに関すること  ６．その他 

 

● 上記で選んだ課題について、困りごとを具体的に教えてください。 

● 貴団体の活動を通して、どのように三田市のまちづくりに関わっていきたいと思われています

か。 

<ありがとうございました> 
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